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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　近年多発する内陸の活断層による地震では、地表

面に活断層によるずれが出現し、地震動による被害

だけでなく、地盤のずれによる被害も多く発生して

いる。2014年の長野県北部の地震、2016年の熊本地

震だけでなく、古くは1896年の陸羽地震も、活断層

が引き起こした地震であり、活断層による地盤のず

れが地表に連続的に出現した。2014年の長野県北部

の地震では、最大で約１ｍ程度におよび地表面が上

下に食い違った。熊本地震では、活断層に沿って約

２ｍの右ずれが発生した。陸羽地震では、奥羽山脈

西側の横手盆地東縁に位置する千屋断層において上

下に約3.5ｍ、同山脈東側の西和賀に位置する川舟

断層において上下に２ｍ程度のずれが発生した。

　実際に地震が発生しなくとも、活断層の地表位置

は、地形に残された崖や撓みなどによって、特定す

ることができる（侵食や堆積作用によって、判断根

拠となる崖や撓みなどの地形が消されていて分から

ない場合もある）。地形に残されている崖や撓みで

は、次に地震を発生した時にも、ほぼ間違いなくそ

れらに沿ってずれが発生すると予想される。長野県

北部の地震、熊本地震、陸羽地震でも、既存の崖地

形（活断層の地表位置）に沿って地盤のずれが発生

している。活断層の地表位置は、活断層の専門家が、

空中写真を立体視したり、近年ではＤＥＭと呼ばれ

るデジタル地形データから立体視画像を作成し、詳

細な分布を判読している。国土地理院の活断層図で

は、上記の手法によって判読された活断層位置が、

２万5000分の１の地形図に図示され、公表されてい

る。国土地理院のホームページから地理院地図を使

って、全国の活断層図を閲覧することもできる。

　活断層の地震によって生じる地表面のずれは、建

物のみならず、道路・鉄道・上下水道・ガス・電気

などのインフラに大きなダメージを与え、これらの

ネットワークは寸断される可能性が高い。活断層に

よる地盤のずれが発生するであろう位置は、地形に

残されている崖や撓みから、ほぼ特定できるため、

対策がなされるべきある。しかし、1つの活断層に

よる地震の発生間隔は、人間の社会生活のタイムス

ケールと比較して非常に長いため、国内では、ほと

んどの場合で対策が行われていないのが現状である

（原子力発電所の立地に関しては審査が行われてお

り、ごく一部の高速道路、鉄道、集合住宅の建設で

は、考慮されている場合もある）。

　一方で、米国カリフォルニア州では、活断層法（ア

ルキスト-プリオロ特別調査地帯法）がある。この

活断層法は、50年以上前の1973年に施行されており、

ごく簡単には以下のような概要である。まず、州の

地質官が、活断層に沿って特別調査地帯（主要な活

断層から150ｍの範囲）を設定し、２万4000分の１

の公式地図として市および郡に配布する。次に、特

別調査地帯内で、開発計画がある場合は、地質調査

が行われ、実際に活断層の有無（地震時に地表にず

れ生じる可能性の有無）が判断される。地質調査に

よって、活断層が確認された場合は、活断層の両側

15ｍの範囲では、建物がセットバックされ、緑地や

プール、道路などとして利用される。米国カリフォ

ルニア州以外でも、ニュージーランド、ウエリント

ン市や台湾でも同様な法令が設定さているようであ

る。日本国内では、徳島県、横須賀市、西宮市など

では、条例等として制定されているが、ほんのごく

一部にすぎない。

　日本では、都市部を通る活断層がいくつもあり、

このような条例等を同時かつ一律に制定することは

難しいであろうが、原子力発電所だけではなく、少

なくとも学校、公共施設、大規模な施設・建物、高

速道路、鉄道などに関しては、活断層との位置関係

は、科学的な根拠に基づいて充分に検討を行うべき

であり、予測できる被害は軽減するべく、対策が施

されなくてはならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は９日付で、「主要地方道大船

渡広田陸前高田線平林地区道路整

備方針検討業務委託」を公告した。

申請期限は18日正午。入札日時は

30日の午前９時から午後５時ま

で。開札は、翌31日を予定してい

る。（関連７面）

　業務は、大船渡市末崎町字平林

地内の400㍍区間で道路予備設計

を実施するもの。

　対象区間は、復興事業として整

備した主要地方道大船渡広田陸前

高田線船河原工区（延長2.2㌔）

の隣接区間で、碁石海岸への主要

アクセス道路の一部を形成してい

る。

　業務内容では、道路予備設計

（Ａ）として設計計画や現地踏査、

路線選定、設計図・協議資料の作

成、概算工事

費の算出など

を実施する。

　業務計画書

の作成や、現

地の状況の把

握を進めるほ

か、路線選定

では、2022年

度に実施した

道路現況調査

業務での整備

計画の方針に

準じた整備計

画案を検討し、最適な路線を選定

することとしている。

　履行期限は150日間。入札参加

資格には、土木関係建設コンサル

タント業務に登録され、道路を申

請業務としている者で、沿岸広域

振興局の区域に本店または営業所

（岩手県内に本店を有する者の営

業所に限る）を有すること、など

を付している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県南広域振興局土木部一関土木

センターは、平泉町の日照田の沢

での堰堤整備に向けて、地盤影響

調査などを進める。地盤変動影響

調査等（事前調査）が同局一関審

査指導監から公告中となってい

る。

　日照田の沢での事業は、21～25

年度までの期間で、砂防堰堤１基

の整備を計画する。整備する堰堤

は、堤高7.5㍍、堤頂長35.0㍍、堤

体積44立方㍍、貯砂量1700立方㍍

の規模、不透過型で改良土（ＩＮ

ＳＥＭ工法）の構造の堰堤を予定

している。

　流域には、土石流危険渓流１カ

所が認められる。渓流下流には、

人家６戸や要配慮者利用施設１

戸、主要地方道平泉厳美渓線とい

った保全対象が位置する。

　流域内は、大規模な地すべり地

形は見られないが、崩壊地形跡や

渓床・溪岸の浸食が著しく、降雨

に伴い浸食による土砂災害が懸念

される。土石流が発生した際は、

甚大な被害の恐れがある。これま

でに土砂の流出などは確認されて

いないものの、保全対象の状況な

ども鑑みて、事業を進める。

　堰堤整備に向け今回、木造建物

Ａ調査（事前）70平方㍍未満５棟

を実施。委託期間は90日間となっ

ている。

　なお、日照田の沢での事業につ

いては今年度、主要地方道平泉厳

美渓線から堰堤の整備位置に通じ

る工事用道路の整備に入ることを

見込む。工事用道路の工事につい

ては、すでに開札済み。工事用道

路の工事案件は、管理用道路工28

0㍍、道路土工一式、函渠工一式、

路盤補強工409平方㍍、仮設工一

式が数量で、整備を予定する区間

内に水路が位置することから、プ

レキャストボックスが設けられ

る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　奥州市は、江刺の市道桜木橋大

通線の歩道改修について、今年度

で事業完了を予定している。最終

となる今年度分の工事について

は、栗原建設の担当に決まった。

　桜木橋大通線は、旧県道水沢米

里線で、国道456号の大通り公園

との交差部から、水沢米

里線の桜木橋のたもとま

でを走る路線。旧県道だ

が、路線バスが通行する

区間などとなっており、

重要路線に位置付けられ

る。

　現道には、水路の上に

歩道が設置されているも

のの、歩道が設置されて

いない区間がある状況、

高低差も見受けられ、地

元要望も出ていることから、歩道

部分の改良や改修を進めてきてい

る。

　歩道改修は、道路敷地を生かし

て高低差をなくしフラットの線形

にして、歩車道境界ブロックを設

置する形で実施するものとなる。

歩道は南側に位置する。

　これまでの経過を見ると、国道

456号との交差部から市道南八日

市新地野線との交差部までの380

㍍では、幅員1.2～2.0㍍弱の歩道

で改修。18年度に完了した岩谷堂

工区は、南八日市新地野線以降か

ら東北新幹線と交差する箇所より

少し西側までの区間、600㍍につ

いて1.5㍍程度の幅員の歩道を改

修した。

　21年度から愛宕工区の施工に入

り、岩谷堂工区の続きとなる愛村

公園から、ＪＡ江刺愛宕営農セン

ター辺りまでの約1.2㌔区間につ

いて、1.5㍍程度の幅員の歩道に

改修を進めている。

　最終年度の歩道改修は、延長39

8㍍。工期は205日間となっている。

県大船渡審査指導監　　　　　　

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は９日付で、総合評価落札方

式で実施する国・343号丘向橋橋

梁補修工事など２件を公告した。

入札参加希望者は入札参加申請書

を電子入札システムにより18日正

午までに提出すること。入札は25

日、８月１日を予定している。

▽国・107号柏里４号橋橋梁補修

工事（簡易２型、週休２日：発

注者指定型、ＣＣＵＳ活用モデ

ル工事）

施行地　住田町世田米字柏里地内

工　期　178日間

工事内容　橋長37.00ｍ、橋梁補

修工（ひび割れ補修工、断面修

復工、表面保護工）一式、伸縮

継手工16.2ｍ、鋼橋支承工（支

承金属溶射）６基、アスファル

ト舗装工８㎡、区画線工３ｍ

予定価格　4317万2000円

入札参加資格　土木工事Ｂ級資格

者で、県南広域振興局（本局）、

沿岸広域振興局（本局、大船渡

地区）の区域に建設業法に基づ

く主たる営業所を有すること

入札予定日時　2024年７月25日17

時まで

開札予定日時　2024年７月26日13

時30分

▽国・343号丘向橋橋梁補修工事

（簡易２型、週休２日：発注者

指定型、ＣＣＵＳ活用モデル工

事）

施行地　陸前高田市矢作町字下小

　　　　　　　（７面へつづく）

主要地方道大船渡広田陸前高田線の平林地区

桜木橋大通線での歩道改修


